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教員養成大学における農園活動の意義
「兵庫教育大学スチユーデント フ アー ム」 の実践から一 
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農業 ・ 園芸活動にはさま ざまな効用があるこ とは知られている。 学ぶ主体であると同時に、 将来知識を授ける教員とな

る学生にとっては、 その教育的意義は大きい。 本稿では、 大学農園が持つこのよう な教育的意義を農業活動 ・ 高等教育 ・ 

教員養成という 3 つの側面から捉え直したう えで、 兵庫教育大学の農園 「スチユー デント フ アー ム」 の実践について報告

を行う 。 スチユーデント フ アームは、 既存の実習園 (第 1 フ ァーム) と、 新しい農園 (第 2 フ ァーム) を合わせて、 平成

24年度に発足した兵庫教育大学における大学農園である。 第 1 ファームではおもに理科 ・ 技術科 ・ 家庭科 ・ 総合学習の教

科教育に用いられ、栽培活動や食育など、多様な実践が行われている。 また温室、 水生植物栽培槽、 魚類飼育槽、 フラワー

ガーデンなども整備されている。 第 2 フ ァームでは、 学生が自発的に課外活動と して野菜や花を栽培したり 、 学生同士、

あるいは教職員や地域の人々と交流したりするこ とができる。 平成25年度には有志の学生らがスチユー デント フ アー ムの

サークルを立ち上げた。 自然のなかで身体を動かし、 仲間と協働し、 生き物の成長に驚きや喜びを見出し、 知識を実践的

に得るという 、 体験に基づく 農園での学びは、 活動に関与する学生にと っては実りのあるものと捉えられている。 しかし

ながら、 スチユー デント フ アー ムは大学の一事業ではあるが、 特定の運営機関があるわけではな く 、 学生や教員の自主的

な活動によって大部分は支えられている。 今後スチユー デント フ アー ムを存続させ、 活動を継続してい く ためには、 これ

らの課題を解決していく こ とが必要となる。 

キーワード : 大学農園, 体験的な学び, 正課と正課外活動をつなぐ学び, 食育, 地域連携

Key words : student farm, hands-on experience, learning connected with co- and extracurricular activities, food education, re-
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I スチュー デン ト フ アー ム設置の意義と経緯

1 . 農業体験と大学生の学び
土を耕し、 野菜を植え、 収穫できたものを食べる。 こ

の一連の作業は一見、 簡単で楽しそう に見える。 そして

実際 「簡単」 とは言えないが、 「楽しい」 ものである。 

この 「楽しさ」 は、 身体を動かし、 さまざまな知識を得

るとこ ろから生じるものである。 農業体験を通じて人は

多 く のこ と を学ぶこ とができる、 という考え方に対して

おそら く異論はないだろう。 しかしこのよう な考え方が、

高等教育では農学 ・ 園芸学といった専門教育以外のとこ

ろで十分に根付いていると言う こ とは、 まだ難しいかも

しれない。

本稿では、 兵庫教育大学にある農園 「スチユー デント

フ アー ム」 の実践について報告する。 そのまえにまず、

大学農園の存在が、 本学のよう な教員養成大学の学生の

学びにどのよう に関係するのかについて、 (1) 農業活動
の効用、 (2) 大学 (高等教育) における農園、 (3) 教員養
成大学の農園、 という 3 つの側面から考察してみたい。 

(1) 農業活動の効用
松尾 (2013) は、 農耕 ・ 園耕 'の効用を 「身体的」

「精神的」 「社会的」 という大き く 3 つの面から捉え、 具
体的には以下の 8 つにカテゴライ ズしている 2。
① 生産的効用 : 努力の成果が生産物の形で見えることによっ

て、 達成感、 喜び、 意欲などを与えて く れる。

② 経済的効用 : 農家の場合は売上による生計であり、 アマ
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チユアの場合には自家産品による家計支出の減少が考え

られる。

③ 心理的 ・ 情緒的効用 : 生産物を五感で感知したり、 植物
の手入れをしたり しているときに得られる快一不快 ・ 沈

静一高揚 ・ 好き一嫌いといった情感、 活動とその成果を

通して味わう達成感 ・ 自信 ・ 自己評価の高まり、 共同作

業等によって得られる連帯感や共通の価値観など。

④ 環境的効用 : 植物のある眺めによる心理的 ・ 情緒的反応
(心理的側面) 、 温度や湿度の変化の緩和 ・ 空気の浄化 ・
防風 ・ 防火 ・ 防音 ・ 遮光 ・ 小動物の生息地 (物理的側面)、
植物のある環境が会話を弾ませたりする (社会的側面)。 

⑤ 社会的効用 : 生産物や生産活動が人と人とのつながりの
場やきっかけを作る、 家族の絆を強める、 仲間づく りや

まちづく りに発展する人間関係の形成など。

⑥ 教育的効用 : 子どもや素人に知識 ・ 知恵 ・ 思想など文化
を伝え、 人間社会の一員と して生きるこ と を学び ・ 教え

る媒体や素材と しての役割。 植物の成長に関わる諸条件

(虫 ・ 病気 ・ 天候 ・ 土 ・ 肥料 ・ 農薬など) や暮ら しのな
かでイ メ ージと して生きる植物 (季語 ・ 諺 ・ 色名) など
への興味関心を育てる。 季節感、 生きものへの共感、 成

長を待つこ との大切さと辛抱強さを実感できる。

⑦ 身体的効用 : 食べもの ・ 嗜好品 ・ 薬用植物と して生産物
が身体の健康に役立っている。 筋肉を動かすこ とは、 身

体機能の衰えを防ぎ、 免疫力を高め、 体調を維持するこ

とに寄与する。

⑧ 人間的効用 : 癒し ・ 喜び ・ 愉しみ ・ 生きがい ・ 意欲を与
え る . 

大学農園にと って重要なカテゴリ ーと しては、 「心理

的 ・ 情緒的効用」、 「社会的効用」、 「教育的効用」、 「身体

的効用」 が挙げられるだろう。 なかでも 「教育的効用」

は、 知識を獲得する主体であり、 かつ将来知識を授ける

存在となる学生にと って、 非常に重要なものである。 ま

たキャンパス内で学生同士のつながりはどう しても限定

的になりがちであるが、 農園では重労働も含めた共同作

業をやらなければならないこ と もあり、 そこから連帯感

が生じるこ と もある。 さらに自然の生み出す営みや美し

さに対する 「心理的 ・ 情緒的効用」 も見逃せない。 知識

を詰め込む学びではな く 、 自然体験を通じて情操的な感

覚を酒養していく こ とは、 将来教員になる学生にと って

欠かせないものである。 

(2) 大学 (高等教育) における農園
高等教育と農業が直接的に関連するのは、 農学部や園

芸学部を擁する大学においてである。 このよう な大学で

は、 土、 野菜 ・ 花、 果樹、 動物に触れながら実地で学ぶ

こ とが重要であるため、 農園や庭園が学内も し く は学外

に設置されているのが一般的である 3。 しかし近年、 農
業と直結しない大学においても農園活動は注目されてい

る。 その先端的なモデルと して、 北米の 「学生農園運動

(Student Farm Movement)」 が挙げられる。 北米の学生

196 

農園運動の事例を集めた論集のなかで、 編者のセイヤー 

(Sayre 2011) は、 学生農園が作られた日的を以下のよ
う にまとめている。 

農生態学 (agroeco1ogy) や環境学 (environmental studies) 、
その他の専門科目の公式な学問へと関連付けつつ、 同時に、

食品廃棄物のリサイ クルや食堂への地元食材の提供といっ

た 、 よ り 広 範 な 大 学 キ ャ ン パ ス の持 続 可 能 性

(sustainability) の目標を推進しながら、 有機栽培による生
産や販売についての基礎的な指導を行う こ とにある。 さら

に学生が地元の食糧銀行 ( food bank) に提供する食材を
育てたり、 近隣の中等学校に菜園を作ったり、 あるいは小

学生の団体に農園ツアーを開催したりするなど、 地域社会

のサービスという要素が含まれるこ と も多い 4。 

北米の学生農園運動は、 農学、 園芸学、 環境学といっ

た教科の正課内活動と連携しながら、 学生が主導する正

課外活動と して広まっていった5。 環境問題、 社会の持
続可能性、 健康志向と有機栽培、 地元共同体と大学との

連携、 生産 ・ 販売 ・ 消費サイ クルへのコミ ツトーこう

いった諸問題に取り組む点において、 北米の学生農園運

動は一種の知的運動と して捉えることができる。 高等教

育機関において農園を行う意味のひとつは、 知をめぐる

体験と しての場や機会を大学が学生に与えるこ とにある

と言える。 

(3) 教員養成大学の農園
教育大学 ・ 教育学部においては、学生が将来教員になっ

たときに実践的な教育活動に役立つよう な農園が作られ

ている 6。 いずれの場合においても、 近年の環境問題や
大学の共同体参画の意識の高まり を受け、 「環境学習」

や 「地域連携」 ができるよう な設計になってきている 7。
海外に目を向けると、 たとえば ドイ ツのカールスルー 

エ教育大学 (Padagogische Hochschule Karlsruhe) の
「生物学および学校園開発研究所 ( Institut fiir Biologic 
und Schulgartenentwicklung) 」 での農園の実践がある。 
「学習園 (Lemgarten) 」 と呼ばれる農園では、 基本的に
は正課 (生物学) の授業プログラムが行われる。 しかし
そのプログラム内容は、 樹木 ・ 動植物 ・ 昆虫 ・ 環境等々

に実際触れながらの体験的な知識の習得、 栽培活動、 子

どもから大人までの地元住民への開放や講座の開講、 職

業学校との協働などと幅広い 8。
本学においても開学まもなく に 「実習園」 が設置され

た。 正確な記録は残されていないが、 自然、 生活 ・ 健康

棟の第 2 期工事後 (昭和58年以降) に大小 2 つの圃場、
温室、 および水生植物の栽培槽と魚類の飼育槽が設置さ

れた。 これらの施設は自然系理科や生活 ・ 健康系技術の

教員ら (山田卓三教授 (当時) と盛政貞人教授 (当時) ) 
が中心となって計画したものであった。 その後はおもに、



教員養成大学における農園活動の意義

自然系理科分野と生活 ・ 健康系技術分野が利用してきた。

平成10年頃から家庭科教育にも用いられ、 生ごみの処
理やサツマイモの収穫、 綿や大豆の栽培等を行った。 ま

た平成12年からは、 総合学習の実習場所と しても利用さ
れてきた。

この既存の実習園に加え、 平成23年度の 「重点事項に
係る提案型事業のアイデア募集」 に総合教職キャリ アセ

ンター設置準備室 (現 「教職キャリ ア開発センター」 ) 9 

の教職員が提案 し、 採択 されたプロ ジェ ク ト '° によ っ
て新たな農園を作るこ とになった。

事業アイデアの採択が決まった平成23年度後期、 筆者
ら実習園に関わっている教員と プロ ジェ ク トに関わる教

職員でワーキンググループを作り 、 農園を作る意義、 農

園の運営方法、 農園のデザイ ンや改修案などについて意

見交換を行った。 その際にと く に考慮したのは、 それら

が教科教育の実地学習の場であると と もに、 学生が農園

の作業に自主的 ・ 自発的に関わり、 幅広い学びができる

場にするという こ とであった。 上記のよう な農業 ・ 農園

と大学教育との関連についてのさまざまな知見を踏まえ、

本学の農園が学生に対 して持つおもな意義は、 次のよう

なものであると考えた。 

■ 自然科学、 生活科学、 社会科学、 その他の基本的な知識

を、 実体験を通じて習得するこ とができる。

■ 食育や栽培等の学校現場における指導力 ・ 実践力を養成

する。

■ 環境問題や地産地消などについてのエコロ ジー意識を向

上させる。

■ 多様な人々 (学生 ・ 院生 ・ 教職員 ・ 地域住民) と連携や
協働をするこ と で、 コ ミ ュニティ 意識やボラ ンティ ア精

神を涵養し、 コ ミ ュニケーシ ョ ンスキルを身に付ける。 

そして平成24年 4 月、 図書館裏に新たに農園を作り、
既存の実習園を 「第 1 ファーム」、 新しい農園を 「第 2 
フ ァーム」 と し、 この2 つを合わせて 「兵庫教育大学ス
チユーデント フ アーム (以下 「スチユーデント フ アーム」 ) 

とするこ と となった。 

2 . スチューデン ト フアームの整備
第 1 フ ァームでは、 これまで実習園に関わってきた教

員を中心と して、 教科教育を目的と した利用を引き続き

行う こと となり、 平成24年 3 月までに、 遊歩道の敷設、
車の乗り入れ可能な敷地の整備、 門の設置 ・ 改修、 畑土

の追加、 ヒユー ム管の清掃、 不要物の処理等を進めた。 

さ らに、 栽培や園芸活動に興味のある学生や教職員によ

る利用ができるよう 、 ウサギ小屋を撤去した部分に、 新

たに畑地3 つを作った (写真 1 および写真 2 )。 

一方、 まったく の更地であった図書館裏の第 2 フ ァー
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写真 1 : 改修 ・ 整備された実習園 「第 1 ファーム」。 平成24 
年 4 月撮影。 

写真 2 : 第 1 フ ァ ームには遊歩道や敷石が施設された。 平
成24年 4 月撮影。 

ムには、 個人またはグループ単位で参加できるよう に、

6 メ ート ル X 7 メ ート ルの畑地を作った' '。 敷地内には、

花壇 2 つ、 大型木製プラ ンタ一2 個、 木製ベンチ 3 基、
ミ ニ畑 2 つを設置した (写真 3 ) '2。 水道や倉庫も備え
付け、 耕運機や錦 ・ 鋤 ・ ホー ・ ス コ ッ プ等の農具も新た

に揃えた。 また、 平成24年度末には、 大学会館からの階
段、 畑地までの砂利道、 フ ァーム内の電灯設置といった

整備も行われた。 さ らにこの時期、 北側の空地を学生が

耕運機と手作業で開墾し、 土を入れて、 畑地を増設した。 

写真 3 : 更地を起こ し、 間伐材でできたペンチ等を設置し
た 「第 2 ファーム」。 平成24年 4 月撮影。 

また 「兵教スチユー デン ト フ アー ム」 の色違いの看

板'3 (写真 4 ) が第 1 ・ 第 2 フ ァームに設置され、 大学
のマスコ ツト キヤラ ク タ一 「ひよう ちやん」 と野菜たち

のロゴ'4がスチユー デン ト フ アー ムの周知に一役買 って
いる。 



横 山 香 増 澤 康 男 渥 美 茂 明 岸 田 惠 津 森 山 潤 小和田 善 之 吉 國 秀 人

写真 4 : スチュー デン ト フ アー ムの看板。 左はク リ ーム色
で第 1 フ ァ ーム、 右は空色で第 2 フ ァ ームと なっている。 
看板も間伐材でできている。 平成25年 3 月撮影。 

II スチュー デン ト フ アー ムの利用の現状

平成24年 4 月のスチユーデント フアー ム始動以降、 ファー

ムに関わる教員らは、 各自目的をもって活動を行ってい

る。 以下にスチユー デント フ アー ムでの活動実践内容や

教育的意義について述べる。 

1 . 第 1 ファーム
(1) 自然系教育分野
■ 渥美ゼミ

渥美ゼミ では、 各種アサガオをは じめ、 カボチ ャやオ

モチヤカボチヤなど理科で取り上げる機会の多い植物の

栽培実験、 あるいは、 専門研究のためにササユリ などの

ユリ属植物を栽培してきた。 栽培活動を希望する院生や

学部生が、 空きスペースを利用してミ ニ ト マ トやナス、

カボチャといった夏野菜を栽培するこ と も多かった (写
真 5 および写真 6 : ジヤガイモ栽培体験の様子)。
一方、 教員養成課程の改訂にと もなって平成14年度か
ら 「総合演習」 (平成21年度からは 「教育総合演習」 と
改められた) が設置されたのにと もない、 第 1 フ ァーム
を利用して小学校でよ く 栽培されるジヤガイモを中心と

する栽培と野外調理を、 理科分野が開講する演習の課題

のひとつと して実施した (ジヤガイモを教材と した同様
なプロ グラムがカー ルスルー エ教育大学の実習園でも行

われているのは興味深いこ とである)。 学校教育研究科
の小学校教員養成特別プログラムが始まると、 栽培を選

択する学生が急増した。 後に教職大学院が発足すると大

半の受講生が小学校教員養成特別コースに所属するもの

になったのは驚きであった。 この演習は 「教育総合演習」

が廃される平成23年度まで毎年実施された。
農業体験を通して生き物 (植物) 経験を積むことがス
チユーデント フ アー ムの教育的意義と考えられる。 中山

間地を含めた地方出身者でも、 農業体験のある学生はほ

とんど存在しない (家業の手伝いもしていないよう であ
る)。 しかし、 実際には、 土や植物との触れ合いに興味
を持ち、 積極的に参加しよう とする学生は多いのには驚

かされる。 このよう な体験を通してさまざまに経験を積

むことは、 教員となった将来に資すると ころは多いと考

えられる。 
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ジヤガイモなどの栽培に携わる学生の様子を観察して

いると、 栽培活動を通した生き物体験がもたらす効果に

驚かされる。 も っぱら食欲を参加動機と していたものが、

次第に生き物の成長や変化に対する興味を示すよう にな

る。 そのさまを観察していると、 農業を中心と した生活

を通した生き物体験の機会と して、 果樹園芸や (ニホン) 
ミ ツバチの飼育などを取り上げるこ と も意義深いと考え

られる。 

i i 
写真 5 : ジヤガイモ栽培体験 (平成24年度) 

写真 6 : ジヤガイモ栽培体験 (平成25年度) 

(2) 応用生活系教育分野
■ 岸田ゼミ

平成25年度前期の授業 「食育の考え方と進め方」 (大
学院 1 ・ 2年、 コース総合分野科日) でスチユーデント
フアー ムを利用した (受講生24人中、 活動参加学生は10 
名)。 授業は、 学校教育における食育の考え方、 枠組み、
学習内容 ・ 方法のあり方について理解を深め、 食育実践

のための資質能力の向上を図るこ と を目的と している。 

大学院 (修士) の授業15回 (表のシラバス参照) のう ち
1 回を 「食育における体験活動の位置付け」 にあて、 食
育には体験活動が重要であるこ と、 栽培活動の意義や実

践例などを扱った。 受講生が多かったので授業時間内で

フ ァームでの栽培活動が実施できず、 有志で課外に継続

的に実施した (写真 7 )。
授業でスチユーデント フ アームを利用する目的は、 体

験活動と して実際に栽培を行う ことにより、 知識だけで

なく栽培に関する技術を習得することにある。 また食育

では、 「食」 の大切さ (食べるこ との大切さ、 食べ物の
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大切さ) を、 実感をと もなって学ぶことが重要であり、
栽培を通して食べ物の大切さや 「食」 の循環に対する意

識や関心を高めるこ と もねらいとする。

スチユーデント フ アームの教育的意義と しては、 活動

を通して食べ物の大切さを学べるこ とにある。 生産から

調理、 消費につながる 「食」 の循環について、 学生が実

感をも って学ぶこ と を期待する。 栽培活動にはいろいろ

な要素が含まれており、多様な経験や学びの意義は大き

い o 

表 : 大学院 (修士) の授業 「食育の考え方と進め方」 (平成
25年度前期) シラバス

ー ガイダンス, 食育の基本的な考え方 (岸田, 増澤, 山本) 

2 学校における食育実践の枠組み : 食育の学習内容と年間指導計画 (増澤) 

3 食育における体験活動の位置付け (増澤) 

4 教科内容と食育①家庭科の教科内容と食育 (栄養と調理) (岸田) 

5 食事バランスの指導に関する演習 (岸田) 

6 食事バランスに関する食育実践事例研究 (岸田) 

7 給食を活用した食育実践事例研究 (岸田) 

8 教科内容と食育②体育, 保健体育の教科内容と食育 (運動と栄養) (山本) 

9 食事と運動 (運動の大切さ , 生活習慣病) (山本) 

10 食事と運動に関する食育実践事例研究 (山本) 

11 教科内容と食育③理科 ・ 社会科の教科内容と食育 (増澤) 

12 地産地消 ・ 食文化の学習を組み入れた食育実践事例研究 (増澤) 

13 受講生による食育実践事例研究 (増澤) 

14 受講生による食育実践事例研究 (岸田) 

15 受講生による食育実践事例研究の発表 (岸田, 増澤, 山本) 

写真 7 : 「食育の考え方と進め方 (第 3 回) 」 での栽培活動
(平成24年度) 

199 

■森山ゼミ

森山ゼミは、 技術教育、 情報教育、 ICT活用教育につ
いて教育 ・ 研究を行っている。 ゼミの課外活動と して、

フ ァームでの栽培活動に取り組んでいる。 こ こには、 ①

教材研究としての栽培活動、②学生の交流を図る 「手段」

と しての栽培活動、 ③フ ァームでの栽培活動をコアにし

た多様なプロ ジェ ク トの実施、 という 3 つのねらいがあ

る o

① 技術科の教員養成における教材研究と しての栽培

活動

平成20年告示学習指導要領においては、技術科に内容
D 「生物育成に関する技術」 が必修化された。 そのため
現在、 教育現場では生物育成に関する技術の授業実践に

向け、 その教材研究が求められている。 このこ とはゼミ

に配属される技術科担当の現職教員院生、 スト レート院

生にと って切実な課題である。 しかし現在のところ、 生

物育成に関する技術を指導できる専門の教員配置はなく 、

理論的な教育内容 (農学に関する専門的な知識) は指導
できない。 そのため、 実習の部分だけでも、 という思い

から、 ゼミ活動と して課外での栽培活動を位置付けてい

る。 技術科担当の現職教員院生が、 ゼミの栽培活動のリー

ダーとなるこ とで、 自然な形で教材研究を進めるこ とが

できている。

② 学生間の交流を図る 「手段」 と しての栽培活動

森山ゼミには技術科の現職教員だけでなく 、 ICT活用
や情報教育を志望する院生がいる。 また、 行動開発系教

育コースの技術 ・ 情報分野には、 海外からの留学生も少

なく ない。 さらに、 教職大学院も担当しているこ とから、

授業実践開発コースの院生も配属されている。 このよう

な背景の異なる院生たちは当然、 研究指導を一緒に行う

こ とができないため、 同じ コース、 同 じゼミ にいても、

それぞれの動き、 学びがばらばらになりがちである。 さ

らに、 行動開発系教育コース応用生活系教育分野には、

技術 ・ 情報分野と共に家庭分野の院生が在籍しているが、

お互いの交流の場は多 く ない。 そこで、 このよう な多様

な院生間の交流を促すことを、 栽培活動の副次的な効果

と して期待し、 実施している。 特に、 スト レート院生と

現職院生との協働によって、 若いス ト レート院生にチー

ムワークの大切さや責任感を醸成する場と して、 スチユー 

デント フ アー ムは重要な役割を果たしている。

③ フ ァームでの栽培活動をコアにした多様なプロジェ

ク トの実施

上記のよう に森山ゼミでは、 森山ゼミ配属院生だけで

なく 、 行動開発系教育コース応用生活系教育分野、 教職

大学院授業実践開発コースの院生を巻き込んで栽培活動

に取り組んでいる。 その際、 単に作物を育て収穫するだ

けでなく 、 それらの活動をコアと した多様なプロ ジェ ク

ト を展開している。 例えば、 収穫した作物を具材と した
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バー ベキユー パー テイや流しそう めん、 フ ァームに設置

するベンチの製作や収穫したサツマイモの学園祭での販

売などの活動に取り組んでいる。 このよう な活動は、 現

職教員院生にと っては教職以外の多様な経験の幅を広げ

る機会に、 ス ト レート院生にと ってはプロ ジェ ク ト型の

行事を推進するコーデイネイ ト力やコ ミ ュニケーシ ョ ン

力を身に付ける機会になっている。 (写真 8 および写真
9 は森山ゼミの活動の様子。) 

写真8 : 森山ゼミ での栽培活動 (平成25年度) 

写真 9 : 森山ゼミ ・ バー ペキュ ー パー テイでの調理の様子
(平成25年度) 

(3) 授業外での利用 【増澤 ・ 小和田 ・ 吉國】
■ 増澤 (フラワーガーデン)

実習園の西側に空きスペースと してあった土地を数年

かけて手作業で開墾し、 花木や果樹を育てている。 1 年
を通してさまざまな種類の花木を観察することができる。 

スチユー デント フ アー ムと しての整備後は遊歩道も敷設

され、 授業の合間に色とり どりの花木を眺めながら散歩

するこ とは、 心身のリ フレ ツシユにもなる。 学生は野菜

の栽培活動の方に興味を向けがちであるが、 学校現場で

は花の栽培や花壇の手入れに教員が関わるこ とも多いた

め、 花木に関する知識を持っておく こ と も必要である。 

■小和田 ( ヒユー ム管)
当初は、 修士の研究課題と していた色素による薄膜の

染色に用いるための、 藍の栽培を行っていた。 このよう

に植物の栽培からはじめて天然色素を得ることは、 教員

になる学生にと っては有意義なことであったが、 一方で
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研究を進める上で必要な量の色素を継続的に確保するこ

とは難し く 、 現在は、 将来、 同様に天然色素を用いる研

究を行う場合に備えて、 年間を通して何らかの植物を栽

培し、 耕作地を維持している状態である。 

■吉國ゼミ (畑地 ・ ヒ ユー ム管)

・ 活動の概要 : 吉國ゼミチームと して、 大学院生 1 名が
世話役をつとめながら、 平成24年度から フ ァームでの活
動に参加している。 今年度は、 大学院昼間クラスのゼミ

生 6 名が協同して、 主と して昼休みや放課後等の時間を
活用しながら、 種まきや苗の植え付け、 草刈りや水やり

などの世話、 成長した野菜の収穫などの活動を行ってい

る。

・ 利用の目的 : 学生と教員とが自由で平等な立場でチー
ムの活動に関わり ながら、 主に次の 2 つのこと を実現し
よう と、 取り組んでいる。 ひとつは、 食物となる植物

(作物) を栽培し、 収穫した作物を調理して、 皆で食べ
て楽しむ体験をするこ と。 もう ひとつは、 作物に限らず

各自が気になった植物を、 フ ァームで育て、 観察を行う

こ とである。 これらはいずれも、 高橋 (1990) の 「生活
園を作る」 という提案を、 自分たちもぜひ実現してみた

いという 願いに基づいている。

・ 取り組みの実際と意義 : まずは、 今年度にどんな活動
が行えたのか、 これまでのフ ァームの取り組みを簡単に

振り返ってみたい。 4 月には、 採取したタ ンポポを、 長

さ 1 m の塩ビパイ プに植える作業を行った。 5 月初句
には、 M 2 の大学院生が中心となって、 新たに 8 種類の
春野菜が選定され、 苗の植えつけを行った。 ミ ニトマ ト、

キユウリ 、 ナス、 甘 ト ゥ美人、 スイ カ、 ピーマ ン、 オク

ラ、 エ ダマメ、 落イ◆生であった。 6 月には、 収穫したソ
ラマメの皮を皆でむき、 塩ゆでをしておいし く 食した。 

7 月には、 ピーマ ンやキュウリ などの収穫を行った。 夏

には、 フ ァームの世話役が、 M 2 から M I の院生へと
引き継がれた。 そして、 新しい M I の世話役が中心と
なって、 夏休み期間における水やり当番の割り振りが行

われ、 夏休み期間も分担してフ ァームの管理を行った。 

後期に入り、 落花生の収穫を行った後、 ハクサイ、 タイ

コ ン、 ネギ、 ホウレ ンソウなどの冬野菜の苗を植え付け

た。

チームのメ ンバーのひと り と して、 このよう なフ ァー

ムでの取り組みに気楽に関わり ながら、 次のよう な3つ
の意義があるのかも しれないと、 考えるよう になった。 

ひとつは、 食べる楽しみを共有しながら、 作物栽培の過

程で必要な計画の立案や作業の分担を引き受けることで、

無理のない程度で連帯し達成感が味わえるこ とである。 

食べるこ とは楽しい。 皆で世話をし、 栽培から収穫の過

程を知りつつ食べると、 より一層その楽し さを感じるこ

とができるよう に思う 。 さ らには、 日の前の作物をより
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良く栽培しよう と取り組む中で、 過去にう ま くいつた点

や失敗した点について、 先輩から後輩たちへと、 自然な

形で文化が継承されるこ とが可能になるこ とである。 作

物の栽培は、 やってみると、 なかなか思い通り にはいか

ない。 1 年間、 同じ土壤で格聞した先輩院生の体験は、
例えば、植え付け作業までの段取りや収穫に向けてのちよつ

と した工夫という形で、 次の世代へと引き継がれていっ

ているよう に思える。 最後には、 作物に限らず気になる

植物をフ ァームで育ててみるこ とで、 その植物のライ フ

サイ クルを眺めたり、 花や実の実物に触れながら、 自ら

が持った予想や違和感について確かめたりするこ とがで

きる。 ゼミ などで取り上げられた “かわり だね (自身の
生活経験から見て変わっていると感じたもの) ” が、 そ
の後どう なってい く のかを、 各自の興味の持ちよう に応

じた形で、 のんびり と学ぶこ とができるのではないだろ

うか。

・ 学生の感想 : チームのM I 院生 4 名が、 今年度ここ
までの活動を振り返って、 感想を記してく れた。 氏名と

と もに掲載の許可が得られたので、 紹介をさせていただ

きたい。

● 「ゼミのメ ンバーと協力して、 数種類の野菜を栽培しました

が、 やっぱり汗を流して農作業をするのは気持ちいいですね。

土作りや種まきから始まり、 肥料や水をやったり、 雑草抜き

をしたり、 なかなか大変でしたが、 収穫する時のあのワクワ

ク感は、 本当に最高でした ! 私にと って貴重な体験となりま
した。」 (M I 荒井隆一)

● 「たんぼぼの実験は、 どこまで根が伸びてい く のかという こ

とだけでなく 、 環境が変わった状況でも強く 成長できていく

のかどうかも気になっているので、 最後の一つがどう なって

いるのか楽しみです。 野菜は、 水やり と草ひき ぐらいの世話

しかできなかったのですが、 多 く の収穫をもたら して く れま

した。 動物でも植物でも、 成長を見るこ とはやはり楽しみで

あり、 成果が出ると う れしいものだと改めて感じています。」

(M I 小林禎明)
● 「 フ ァームを利用して、 実際に自分たちの手で野菜を育てる

楽し さを実感できました。 収穫はもちろんのことですが、 育

てる過程を体験するこ とで、 野菜が実る前や後の様子、 土や

肥料 ・ 天候などの環境づく りにも関心を持つよう になりまし

た。 さ らに野菜のみならず、 たんぼぼの根はどこまで伸びる

のかなどの疑問について植物観察にも取り組めました。 こ れ

からも フ ァームでの活動を通して、 様々な観察や発見に向け

て自分の興味関心を広げていきたいと思います。」 (M I 棚倉
未弥)

● 「自分達で育てた野菜の味は格別でした。 成長の過程の違い

や植物の生命力も感じることができ、 とても良い経験になり

ました。 教育現場でもこのよう な感動を子ども達と共有でき

ればいいなと思います。 今後も様々な植物を育てたり、 その

観察の方法なども工夫しながら見聞を広げたいです。」 (M I
内藤傑) 
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写真10 : 吉國ゼミの様子 (平成25年度) 

2 . 第 2 ファーム
(1) 「食育プロ ジェ ク ト」 からスチユーデント フ アーム

へ

総合教職キャリ アセンター設置準備室 / 教職キャリ ア

開発センターは、 ① Research & Development (教職キャ
リ アに関する調査研究) 、 ② Support (学生のキャリ ア
形成支援)、 ③ Coordinate (大学の他の部門や他大学 ・ 
地域との連携) という 3 本柱からなっている。 スチユー 

デント フ アー ムは、 ② Support と③ Coordinate という
側面から捉えるこ とができる。

Support は、 豊かな人間性を備えた教員になるために、
大学時代に幅広い経験と学びを提供するという取り組み

であり 、 スチユーデント フ アームはそのひとつと して考

えられる。 自らの体を用いて土を耕し、 植物や動物 ・ 昆

虫などに触れ、 と きには炎天の下、 水や肥料を遺り なが

ら野菜の成長を観察し、 自分で育てたものを収穫して食

べるという一連の作業は、 机上の勉強だけでは手に入ら

ない体験である。

そ してスチユー デン ト フ アー ムには、 Coordinateの意
味がいく つかある。 総合教職キャリ アセンター設置準備

室 / 教職キャリ ア開発センターは、 基本的には学生の正
課外活動の支援を行う ため、 正課内活動、 とりわけ教科

教育の授業や活動と連携することは非常に重要で有意義

な機会である。 授業で学ぶこ と と授業外での経験とをつ

なげ、 つねに自己省察しながら成長していく こ とが、 学

生のキャリ ア形成にと っては必要な過程であり、 スチユー 

デント フ アー ムはこの正課と正課外活動をつなぐための

結節点となっている。 また、 さまざまな立場の人々 (学
生 ・ 院生 ・ 教職員 ・ 地域住民等) と学生が交流するとい
う 意味 で 、 ス チ ユー デ ン ト フ アー ムはそ れ自体が

Coordinateの場である。
総合教職キャリ アセ ンター設置準備室の Support と

Coordinate を基軸にしたプロ ジェ ク ト と して、 平成23年
に 「教職キャリ ア形成支援講座」 の一環と して行った

「食育プロジェ ク ト」 を挙げるこ とができる。 加束市と

地元の食改善ボラ ンティ ア団体 「いずみ会」 の協力のも

と、 本稿筆者の一人である岸田が食育についての講座を
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行い、 参加学生らは加東市の特産物を用いた健康メニュー

を考案した。 次の週には、 岸田および本稿筆者の一人で

ある横山の指導のもと、 参加学生たちは加束市の職員と

ともに実際の調理を行った。 また同年10月には、 兵庫県
の食文化の研究と普及や地産地消に力を入れている料理

研究家の白井操さんによる講演会を、 加束市の協力で開

催した。 前述のよう に、 総合教職キャリ アセンター設置

準備室でスチユー デント フ アー ムのアイ デアを 「平成23 
年度重点事項に係る提案型事業」 に申請したのは、 これ

ら一連の 「食育プロジェク ト」 を発展させる日的でもあっ

た。 

(2) 平成24年度の活動
第 1 フ ァームの改修と第 2 フ ァームの整備が終了した

平成24年 4 月に、 学生の新学期オリエ ンテーシ ョ ンや
「キ ャリ アセンタ ー案内」 のパンフ レ ッ ト 、 全学メ ール、

スチユー デント フ アー ムのブログサイ ト (巻末の図参照) 

等を通じて利用者の募集を行った。 応募してきた学生に

はオリエ ンテーシ ョ ンを行い、 スチユーデン ト フ アーム

の活動全体に積極的に関わるという利用規定について説

明をした。 その結果、 第 1 フ ァームに新たに整備した畑
を教職大学院専門職学位課程小学校教員養成特別コース

(以下 「小免コース」 ) 3 年生のグループ (17名) と上述
の吉國ゼミのグループ ( 6 名) が使用するこ とになった。 

また第 2 フ ァームは、 学部 2 年生と 3 年生が各 1 名ずつ、
小免コース 2 年生のグループ (18名) 、 修士課程大学院
生の個人 2 名、 グループ 1 つ ( 2 名) が使用することに
なった'5。
第 2 フ ァームで平成24年度に行ったイベントは以下の

通りである。

● 5月12日 加東市農家の方2名'6の指導による ト マ ト ・ ナス ・
キユウリ ・ ピーマン苗植え講習会 (参加学生 9 名 : 写真11)。
野菜も人も愛情を込めて手をかけるほど立派に育つて く れる

こ と、 野菜や動物の命をいただ く 感謝の気持ちを忘れてはな

らないこ と、 そして将来教員になったときに食育の大切さを

子どもたちに教えてほしいという話があった。 その後、 錦や

鋤で土を耕し、 支柱を立て、 苗を植えた。 苗を植える作業に

どれほどの労力や工夫がいるかを参加者は体験することがで

きた。

● 7月10日 ジヤガイモ ・ ニンジンの収穫 (参加学生 3名 : 写
真12)。

● 9 月12 日 ミ ーティ ングおよび草刈りなどの環境整備 (参加
学生 8 名 : 写真13)。 5 月に植えた野菜が一通り収穫できた
が、 夏休みにフ ァームは雑草に覆われてしまった。 大学院同

窓会事務局事業支援協力員 (当時) の高見勉さん指導のもと、
草刈り を行った。

● 9 月25日 ミ ーティ ング (参加学生 8名)。 今後のイベント
計画や、 次世代の育成などがテーマと して挙げられた。

●10月10日 学生企画によるスチユー デント フ アー ム参加者の
勧誘および種 ・ 苗植えイベント (参加学生18名 : 写真14およ

202 

び写真15)。 勧誘で参加した学生 9 名と教職員総勢27名でリー
フ レ タ ス ・ 白菜 ・ カ ブ ・ タイ コ ン ・ ネギ ・ ホウレ ンソウの種

苗植えを行った。

●11月12日 ミ ーティ ング (参加学生 7名 : 写真16)。 それぞ
れがスチユー デント フ アー ムに対する思いを出し合いながら、

キヤツチフレーズ 「植える感動 育てる感動 食べる感動

~ みんなで土を味わおう ~ 」 を作る。 その後ほう れん草の間
引きと、 リ ーフレタスの収穫を行う (写真17)。
●12月11 日 第 1 ・ 第 2 フ ァーム合同 冬野菜の収穫および試
食会 (参加学生 2 名、 教員 5 名 : 写真18)。 家庭科調理実習
室にて収穫した野菜を調理して試食。 授業で顔を合わせない

教員や他のサークルとの交流もできたよう であった。

● 2月15日、 3月 8日、 3月14日、 3月21日 教職員を交えて
の第 1 ・ 第 2 フ ァーム合同ミ ーティ ング。 看板設置について
の話し合いと、 サークル化に向けての具体的な会則および安

全マニュアルの作成。

● 3 月27日 第 1 ・ 第 2 ファーム看板設置。 

(3) サークル化とボラ ンティ ア活動支援部門への移行
上述のよう に、 第 2 フ ァームをメ イ ンにスチユーデン

ト フ アー ムのサークル化が決定し、 平成25年 4 月 1 日よ
り新しいサークル 「兵庫教育大学スチユー デント フ アー 

ムサー クル」 が発足した。 顧問は筆者の一人である増澤

が引き受けた。 部員は学部生 ・ 大学院生 ・ 教員からなり、

新入生のメ ンバーも加わって、 試行錯誤をしながらも、

自分たちの手でフ アー ミ ングを行っている様子である。 

スチユー デント フ アー ムが立ち上がった当初は、 教職キャ

リ ア開発センターの教職員が道具や土 ・ 肥料 ・ 苗などの

購入、 開墾、 水 ・ 肥料遺り、 支柱立て、 そしてイベント

の準備までを行っていた。 その姿を見て、 も っ と自分た

ちでやり たい、 あるいはやるべきだと考えた学生が自発

的に動いた結果のサークル化であった。 こ れは大学が学

生に仕掛けたことの、 成功的な発展形態だと考えられる

だろう。

スチユーデン ト フ アームサークルは、 第 2 フ ァ ームを

中心に活動し、 新たに作った園場にサツマイモを植えて、

10月下旬に収穫した (写真19および写真20)。 この新圃
場でできたサツマイモは、 調理して11月の嬉望祭 (大学
祭) で販売する予定である。 

おわり に スチュー デン ト フ アー ムの課題

以上、 スチユー デント フ アー ムの経緯や実践を考察し

てきた。 今後の課題と しては、 まず管理の問題が挙げら

れる。 スチユー デント フ アー ムの活動や維持には経費が

かかる。 しかし平成25年度以降、 スチユー デント フ アー 
ムは大学の重点事項ではな く なったため、 第 1 フ ァーム

は教員の個人研究費で支えられている状況である。 また

第 2 フ ァームに関しては、 教職キャリ ア開発センターの
所管ではあるが、 キャリ アデザイ ン支援部門からボラ ン

ティ ア活動支援部門へと移ったため、 教職キャリ ア開発
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写真11 : 苗植え講習会 写真12 : ジヤガイモの収禮 写真13 : 環境整備 (草刈り) 写真14 : 苗植え体験会チラシ

●- -_ 

写真15 : 苗植え体験会の様子 写真16 : キヤツチフレー ズ作り 写真17 : リ ーフレタスの収程

写真18 : 収禮された野菜の試食会 写真19 : サツマイモの収禮 写真20 : 収禮されたサツマイモ

セ ンタ 一 はスチユー デン ト フ アー ムにおけ るボラ ンテ ィ

アに関連する活動にのみに関わるこ と になった '7。 意義
のある事業であっても、 教員の個人的な活動や研究費に

頼っていては、 制度と して確立させるこ とは難しい。 た

とえば他の大学に見られるよう な形で、 独立した機関と

して運営されるよう になれば、 教育的な効果を安定した

形で提供するこ とが可能となろう。

もう ひとつは、 学生の意識の問題がある。 学生の参加

数が少ないと、 大学全体と しての教育的な意味は減少し

てしまう。 と く に第 2 フ ァームのよう に、 自発的な関わ
り しかない場合には、 より多 く の学生に参加してもらう

こ とがまず必要となる。 そしてせっかく 関わったと して

も、 活動に継続的に関われない (関わらない) こと も問
題である。 栽培には土作り、 連作、 気候との兼ね合いな
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どの計画が必要だが、 この必要性が分かっていなければ、

継続的に関わるこ とは難しい。 その原因と しては、 収穫

物や間引いたものの食べ方や調理方法が分からないため

に 「おいしい」 と感じる体験ができず、 サイ クルが回ら

ないこ とが考えられる。 食べ物を育てているという 意識

をしっかり と持つためには、 この 「おいしい」 と感じる

体験をさせるための仕掛けが必要である。 また、 利用の

仕方においても問題が見られるこ とがある。 道具の管理

ができない、 土を散らかしたまま畑に返さない、 といっ

た行為は、 栽培には土 ・ 水 ・ 光が必要という こ と をしっ

かり と分かっていれば防ぐこ とができるものである。 ひ

とつひとつの作業には意味があるこ と を理解させる教育

的実践があってこそ、 学生は自発的に動けるよう になる

のであり 、 それはたんなる放任とは異なるものである。 
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最後に、 実際の教育的効果の検証の必要性が挙げられ

る。 成功や失敗体験を通じて自分が成長したことを感じ、

机上の知識が生き生きと したものとなり、 大変な作業や

苦労を共有するこ とで仲間意識を強める。 これらすべて

の体験が、 将来教員になったときにきっと役立つだろう

という感想を、 参加している学生たちが持っているこ と

は、 すでに上記の吉國ゼミ でのレポート にも表れている 

しかしこれは一部の深く関わった学生の感想であり、

今後は実証的な形でそれを示していかなければならない。 

もちろんそのためには、 スチユーデン ト フ アー ムが大学

全体で支援される事業と して確立されるこ とが最低限必

要である。 

注

1 松尾は農業ではなく 「農耕 ・ 園耕」 という こ とばを
用い、 両者を土地の規模で呼び分けしている。 また

「農耕 ・ 園耕」 においては 「業」 と 「芸」 があると し、

前者を 「産業と しての取り組み」、 後者を 「暮ら しの

一部と して実践」 するものと している。 松尾 (2013)
36 ~ 39べ一 ジ参照。 

2 松尾 (2013) 32~ 36べ一 ジをまとめた。
3 たとえば本学の近隣 (兵庫県加西市) には、 神戸大
学大学院農学研究科附属の農場 「食資源教育研究セン

ター」 がある。 水田 ・ 放牧地 ・ 野菜畑 ・ 果樹園を擁す

る40ヘク タールの土地では、 同大学だけではな く 、 近
隣の小中学校や近畿圏の他大学も農業体験実習ができ

るよう になっている。 (http://www.edu.kobe-u.ac.jp/ans-
foodres/ 最終閲覧日 : 2013年10月31 日)

4 Sayre (2011) , p. 1.
5 ibid. p 2.
6 近畿圏の教育大学では、 以下の例が挙げられる。
・ 京都教育大学環境教育実践センター 「環境教育実習園」

(http://rinshou.kyokyo-u.ac.jp/kankyo.pdf 最終閲覧日 :
2013年10月31 日)
・ 奈良教育大学 「自然環境教育センター」 (http://www.

nara-edu.ac jp/ECNE/jissyuen/pepn3.htm 最終閲覧日 : 
2013年10月31 日)
・ 和歌山大学教育大学附属農場 (http://www.edu.

wakayama-u.ac.jp/2013_p3p4_fuzoku.htm1 最終閲覧日 : 
2013年10月31 日) 
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204 



教員養成大学における農園活動の意義

7 京都教育大学環境教育実践センターの 「環境教育実
習園」 には、 栽培学習園、 果樹 ・ 樹木園、 環境教育有

機物リサイ クルシステム実験実習等、 温室、 環境共生

園などが備えられている。

8 カー ルスルー エ教育大学の学習園については、 以下

の URL を参照した。 (http://www.ph-karlsruhe.de/insti 
tute/ph/institut-fuer-bio1ogie-und-schulgartenentwicklung/ 
lemgarten/ 最終閲覧日 : 2013年10月31 日)

9 「総合教職キャリ アセンター設置準備室」 は、 教育

場面における指導力 ・ 実践力 ・ 課題解決力と ともに、

幅広く 柔軟な人間性や社会性を備えた、 「学び続ける

教師」 の養成を目的とするプロジェク ト 「総合教職キャ

リ アセンターを基軸にした人間力 ・ 教師力を備えた教

師の育成一新時代の学校をリーダーと して担う教師を

育成するキャリ ア教育の開発 ・ 展開一」 (文部科学省
特別経費事業 : 平成22年度~ 27年度) のために平成22
年 4 月に発足した部署であり、平成24年 4 月からは従
来の就職支援室と統合し、 「教職キャリア開発センター」

と なった。

10 申請のタイ トルは 「地域の力を活かした食育総合プ
ロジェ ク ト : 食の指導に強い教師を育成する」 であっ
た。

11 加束市久米地区長の柴崎弘毅さんが本学での農園設
置の意義を理解し、 第 2 フ ァームの開墾と第 1 フ ァー
ムの土入れに参加してく れた。 また 1 年後に第 2 フ ァー
ムに新たな畑地を作った際にも、 土入れをお願いした。

以下でも述べるように、地域連携はスチユーデント フアー

ム運営において大きな役割を持つ。

12 プラ ンタ一、 ベ ンチ、 ミ ニ畑の丸太はそれぞれ間伐

材から作られている。 間伐は森林を維持するう えで重

要な作業であるが、 その手間やコストにより難し く なっ

てきている。 しかし環境保護という観点から間伐材を

積極的に利用している林業関係者もおり、 これらのプ

ラ ンタ一 やベンチの製作は多可町の業者に依頼した。 

13 間伐材を積極的に利用している姫路市の業者に依頼
した。

14 スチユーデント フ アー ムのロ ゴは、 本稿筆者の一人
である横山が、 キャリ ア支援課事務補佐員の蓬莱礼子

さんと共同で作成したものである。 また看板のデザイ

ンは教材文化資料館課員の山下真人さんに協力しても

らった。 なお本学マスコ ツトキヤラク タ一 「ひよう ちゃ

ん」 は、 事前に許可を得て利用している。

15 学年および参加人数はすべて当時のものである。
16 このときも加東市米田地区長の柴崎さんに依頼して
紹介してもらった。

17 スチユーデン ト フ アームサークル自体はボラ ンテ ィ

ア活動団体ではないため、 一般の学生サークルと して

学生支援課に登録されている。 
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18 学生のレポートは、 教職キャリ ア開発センター 『平

成22 ~ 24年度 教員養成系大学が担う特色ある教職キャ
リア開発の質保証を日指して 中間報告書』 第 2 節第
2 項第 3 目 「スチユーデント フ アー ム事業の概要と検
証」 (142~ 149ページ) にも掲載されている。 
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